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本教育研究所では3 はやくから占基礎学力面に注目し3 さきに2 研究紀要第二
集「算数数学学カ後者J (小学校4，5， 6年および中学校3年各学年別用〉
および，第六集 「算数学丈l後夜J (小学校4，5， 6年共通用)を発表しさ
らに第九集「算数数学学力検宅J (小学校 1，2， 3年および中学校 1，2年
各学年別用)を公刊した。国語科関係では3 昭和27年に í~と主主読解力検査」
(小学校2年用小学校3，4作用小学校5，6作用および中学校 1，2， 3年






(1)小学校1，2， 3 ~手周 ω小学校4，5， 6年用 (3)中学校 1，2， 3年用




































(3) 知能テストと併用することによって3 倒k の児童生徒が2 その可能水準
まで学習を成就しているかどうかの判定ができる。またs他の学業テス干
との相関をみていろいろの角度から判断する子とができる。



























定したり ， 学年~.日互の成績会比較しやすいように， 3*年共通のもの之す
るの
(3) /J、学校1，2， 3年用f"i，基礎的な読解力をみるものとし，小学校4，
5， 6年および3 中伊校 1，2， 3年は碁儲的な文章読解力をみるものと





(① 全県基準として3 偏差イ|ま基準p 五段階品等基準を設定する。












































(め 検査問題の素材は3 教科書はむろんのこと3 他のアチ戸プメントテスト
や， 7ー クプツク類に現出しないものであることを条件とする。
o.Q1検査問題の活字の大きさや，行聞のあけがた3 匂読点や， くぎり符号等














































































































































































以上のように，基礎学力と 3 一般に呼称しても3 内容的な義違はきわめて多
様である。そこで，全体的視野から，国語の能力を領域別にみて3 その基磁を
採ってみたい。一般的に分溜するとつぎのようになろう。






















げ) 音声の聴取(吟ことばの理解 付 文脈の理解 仲 内容の把握の
同点が考えられる。
ところで3 聞く言語活動の形態としてはJ 聞き手と語り手が一方的に固定し
























話iす活動は3 いうまでもなく聞く活動と表裏危なすものであり 3 その過程は
後者と近似している。人が話す場合には3 まず言語中~:区にその話そうとする概
















(ベ 文脈の適用 (ニ) 意図の表出 の四要素がp 話し手によって統合されるこ
とが必要であるが，これらはみな3 聞く活動と対をなすものである。
またp 話す活動の形態は3 量的には背反するがp 類型としては一致する。講
義のように3 話し手の一方的な能動形式もあるが3 雄談，会議のように3 聞き
乎と話し手が，相互にその立場を変えて活動し合う形態もある。一方3 開会手
~ l が直接にいる場合じ間接的に存在する場合のような二種の義異がある。




















較的受動的な3 反射此な能力であり， これを昔ー写能力と名づけ2 いまひとつ
は3 主休的3 議極的な能hであって3 これを表現能力と名づける。
(1) 書写能力
これを技能的立場から区分すると，視写3 聴写3 暗写の三種になる。このう





つまりは3 書写能力とし、ぃ3 表現能力之いっても3 書くこと之いう一点にお
いては共通性をもつものであって，表現は3 脅写の基底の上に成立するもので


















L，詩歌，通信女2 日記3 随筆3 論説3 物語等に表現す
る力〉
以上のうち，①②~は， 滋木的な表玉県力であり ， @:'は 応用力とみていい。
基礎的な文章表現の活動と能力を3 巾沢政雄氏，1.，っさ「の四つに分類してい
る。 付) 文字の適用(ことばの文字化) (1ロ)語の適用






























0 読 商事 力


















































4 ・ . ... . ..~賞力
E'……研究のための読みの力
E'..情報を得るための読みのカ



















- lij ~ 
IJ 
的に働く能力となる。これが，Dの、文章読解力、である。この能カは総合的
'.1 tと働くものではあるがs分析すれば， dl一一個別的理解力， d~一一関係的理解
h， d2一一全休的理解九出一一鑑賞ブJの四分節になる。 一般的に， dlから，
dへとしだいに高次な層を形成していくことが，推測される。ただ3 これらは
からまり合っているから3 仮りにD屑の中へらせん形で示しておいたがp 現実
の読解作業では3 これらがp 同時的3 もしくは並行的に働く場合が多いことは
いうまでもない。
.' なお3 読解力を狭義tこ規定する場合， D4の鑑賞力は除外することもあるが
読解を基底としない鑑賞はないので，基礎的な読解力の展開としてゐげておい
た。主観皮の高まりは3 読解→解釈→鑑賞とされている。
図の上部の底面に3 表示したE1， E2， E3 f'i，それぞれ，読みの目的に応
じて働く能力であると考えてよい。目的に応じて2 通読，精読，味読3 摘読3
速読などの読みの技能が3 適用されることとなる。読みものの性格と p 読み手
の目的や3 条件にしたがって，多様な読みを展開させる能力である。これは3





信頼度の高い総合検査をつくるこ主には種k の障害があり 3 きき主りデスト 3
(He訂ingtest)なども 3 現在市服されている程度のものでは満足しがたいの
で，領域をしぼることとした。





同題の詐細な領域~Ij的説明は， 4， 2， 3 もまた失例は，4， 4を参服さ
れたい。ここでづt，概括的にその構造を述べたい。さきに述べた2 読解プJの構
造面と対照して簡叙するとっきrのようになる。
。小学校 J，2， 3年用 読解力検査
われわれはJ 対象児童之しては l年生の後期を予想、している。したがって，
入門期の3 小学校 1年生に対・しては， )lljな組成による検査を用意せねばならな
いと考えている。
問題領域 読解力の領域
・漢字の識字力 い A 文字の認知力
-語いの理解力一 …….B 語いの認知力
-簡単な文一…ー …ー 一一一・会C 文の理解カ
複雑な文・々 ..........D 1 個別的な理解カ
-._'.. ・ー ".一2 関係的な理解力
~'" 3 全体的理解カ〈筋をつかむ，大乱 主題〕
(4 乱喧力は|徐く〉
ここで3 漢字3 語いは，小学校低学年の発達段階からみ bて臨めて重要であり
文字数3 語い数のサイズも小さいので，と りあけ'た。したがって，低学年用で
は3 読解能力の構造にかなり即応じた検査となった。
。小学校4， 5， .6年用，中学校 J，2， 3年用，文章読解力検奈
読解力や，表現プJの点からみても 3 小学校 4年生は3 ひじようにイI~畏カを示
すので3 俗に込ハーVlレ時代、と呼ばれているが3 われわれも3 小学校4年か
ら高学年的な発迷様相を示すものと考え，3学年共通の問題を作成した。 こ


















































検査にも 3 いろいろの方法と形式があるが3 戦後~くの学力検査問題が3 公
刊されたので3 笑際的な商の検討には適当な材料である。笑際問題になると3 、













































。思索記録の群 。物語3 小説の群 。劇3 脚本の群 など，ー積の文学
形態に応ずる分類をも考えて，領域の偏向を防いだっ現実には，女主主の置煩
を，こまかに分析して，それを ・文学的領域 ・科学的領域 ・実用的領域
の三つに統括して，それぞれが40%30%30%程度になるような目安をたてた。
(2) :tの構造杭児童生徒の読解力の発達段階に即応すること。


























がな表記にすれば3 文字そのものけ2 よめるが3 新解上は能率度を低減する
結果を招いてしまう。注も3 複雑化すし同じ結果を招く。読みの性能を考
える面からも，漢字や，語いの機能は尊重されねばならない。そこで，全体的
な観点から3 それぞれの問題文に総じて3 漢字や3 語いを判断し， ij情節する
-24 -
こ主にした。








る方法とじては，一語解答法 (SimpleRecall)と， 完成法 (Completion)
があり 3 再認は，与えられた材料の巾から，記憶痕跡の中に同ーのものを認
めることで3 これに属する方法は， 二者選択法(真偽法) (Alternative 




















2. Jj;笑の知識を測定することが中心となる。ただ3 前者よりは3 思考
の大きな単位をつかむことを要求する。
3. 機械的な採点が困難となり 3 また問題そのものから，思考を必要と
する要素をあまり多く除くと，被後者の精神的混乱を起さすことにな
るの










④ 多肢選択法 (MultiPle-choicemethod) 













J;1、上5種は基本的な形式であって3 現実にはs これらの組み合わせや3 変形






















































2 2 1 
2 2 l 
1 1 2 
1 3 1 
1 1 3 
1 1 3 
1 l 1 
1 1 2 
















1 小学校 1J 2 J 3年用の読解力検査について!
Gatesの作成した Primaryreading test ( 1 ~ 2年用〉では， ω語の認
知@文の理解(⑤節の理解 の三領域を用意している。 また Advanced 






め3 事情が異なってくる。そこで3 ひらがなと，カタカナは3 低学年では常用
文字であり 3 主要な学習文字であるから，これは語い，文の理解カの問題の中
で間接的にみることにし，漢字をとりたててみることにした。しかし3 漢字の























































選択肢の中の正答には，提出語と ・同義語 ・類語 ・反ヌ汗苦 ・対語
などの関係にありいずれにしても他ーの選択肢にくらぺて2 関連度の高いものを








以上3 この語いの問題で3 検出し得る能力を3 つぎのように予定した。











もわれわれは3 まず，教科書の文の文型を収集したり 3 基本文型に関する資
料を参考にしながら問題を誤作した。
ただ3 ミ日本語法本文型、といっても3 実は複雑な問題をはらんでいてp 単
純に決定できることがらではない。われわれは3 文の構造の型として文型(…











問 1 とんでくる しろいいぬはかわいい。
勉
文 2 いきおいよく まわっていたとまが たおれた。
3 ぐんぐん あがョたたこがひっかかった。



























絵 1 父の~ 2母の顔 3兄の顔 4作者(女の子〉の顔


















検査字数が問題になるが3 文部省で昭和30年3月に発表した む学習漢字3 学
年別配当試案、を基礎にして抽問した。




選択肢のよみは3 誤読や2 誤字の類型に関する資料やg 指導経験から推定し
てs単なる ミまぎれあし、でない3 現実的な混向性を附与することにした。
官1































Gat，回の Readingsurveg for grade 3 to 1 0では (1)語い@理解度 (3)速
度白正確度，の四部から構成されているが，われわれは，上述したように3
語いの測定には3 問題点を感ずるので3 目的を単純化して2 文章そのものの理
解度をみることに重点をおいた。















































(1) 事物の名3 数3 場所，時間，細かな性質p 状態などについて答えさせ
る。














































2 ぶつぶつ不平をいっていた。 4 よろこんでいた。

















場所新潟市 濁JI小学校・ 沼垂小学校 濁川中学校
新津市新津第一中学校
被験者小学校3，4， 5， 6年中学1年. 各学年約lOO名
































































































~るため3 一定の印で統ーしたかったが3 問題の性格のちがいや3 絵がまじっ
ている関係でp 一律にO印や×印にできなかった。
また3 低学年-児童にペーパ{テスト~土，抵抗の多い作業であり，ことに検変
















レ引題数| 叶 20 I~I 川初 |
6l検査時間1_扮 | 判休扮憩| 紛|判休持
第4.4.3表 問題数と検査時間〈中学1，2， 3年用〉
学年 1;数\.時\間~問\題---....___別 1 速一読〈制部度) 1 二大立部 I 三細部部 四郎 Iムu 推磁 計
中学問
1 題 30 20 20 20 90 
2 
3 15分 16分 16分 56分





領 域 検 査 法 数
1部 言昔 し、 問 題 |絵に迎合する詰いの選桝 36 I 
1/ 語 い単独の提択 10 
1 文中の諾 い の撰択 20 
2部 間i ljt な 文 交に適合する絵の選択 42 
3部i 複雑 Tι 文 文章に適合する絵の撰択 10 
4淵11淡
文l;'Lに迎合する選択肢の判別 20 
字 読 み ;&~ な の 選 fN 70 
小学校4，5， 6年用，中学校1， 2， 3年用読解力検査
部| 領 域 検 査 法 盗{
選 訳 肢 の fU 7JU 
2都大 ;怠 1 20 
3部 細部のよみとり 1 20 



























1.いつも せんせいのいうとお かして3 つぎにすすみなさい。
りにしてください。~ 5.まちがっても，けしゴムをつ
2.はじめになまえをかきい i かわないでえんぴつで × 
れなさい。 ~ をつけて けしたかわりにし
3. iひらけJというまで ひら l なさい。
いては，いけません。
4.もんだいはばんごうの じ出
んにやり 3 できないのは3 ね























































































匂 そうだん lあいず ，;r."， ー なら.する ~_rfl.温品 ふ する l
I I耳楢ι_I弓彊争 へんじ ち同うし、 | 













23 I 24 
私 つける はがき
ょうい さがすする ふうとう
織nr:費，まmたのむ あいさっする|コ圃圃L いり何 ま ど
…お附る|ゴ|圃|・E ガラス どあ』
27 2~ む話、「a料1恵.h 子、 つまずく持
ゅうだち しぶき すべる





t. ij ミ ぴょう で砕宇古宝¥司有 く さすなばじよう し、/"
34 
四議重長どて お力 品前納零とみち ょっ叫











やま うさぎ とも1':ち :おじさん
つばめ おばさん
0とり さぐら にいさん せんせい
ふゅは


















かわいい きれい くらい ひろい
おいしい あかるい
つよい うまい さびしい ちいさい
-48 ~ 
一---3 4 
みじかい つめたい そば となり
あおい とおい





ねえさん おかあ そそぐ ながれるさん
T 
、， な かみくず く さ し、 し、ー
ほこり しげる
ごみ すな かわ -i" ら
一一
9 10 
めずら ヵ、JっL、 だれ わたししし、 らしし、
うつくしい どなた
きれい あたらしい こ~\. あなた
.，込
こんなにくもがでてきたからあすは きゅうに裂が くもってl bろしろ|きっと







l-i はじめ は「ちいさい」 おもしろい。まえ である。 おしい。っきf さびしい。
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八十阿の かいものをしておつりを
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25 i まもなく ¥ ~ き申うに ? 主













I 27 I 28 
Eどう しゃがれうに ! まめ宥哀の草に
| 自のまえにきたので I ( のせて h J 1やりしてj -i i M 叶は として t ~..~ L"~~.}R ~ ~ ~V~~ ~.~._ ) やわらかく する nほっとして iたちどまった。 I1 とじこめてj
はっきりして J. I I ひたして 』
29 ' 30 
このすjは パスがとまらないので| きりにつつまれて とうだいの
| ベ山 1 I ひがあぶない。 (かすかに
ーしし of! ¥こ山}，7"，;-_ Q。I ) くっきりと
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1 おとうさん 2 ぽ ち











1 うんどうかい 2 えんそく






l おやつをたベる 2 ゅうはんをたベる




























l 外のけしきが，大きく見える 2 ぼんやりと見える






































お 色 ニ.t. e 
と思わず大きな戸を，出してしまいました。
おたんじよ号かいは，いまなにをやっているでしょう。
1 *訴し4まい 2 おどり
3 う た 4 おはなし
-60 -











































1 学校前1湿り 2 町はずれの間道
























1 yッFサッグのこと 2 おにL、さんのこと








































































もつ し陣 ‘' て ゐし
三乙
たつ たけ ねん せい
5 した っち き みず
よ
うえ ほん ひ
7 にち がつ みず き
月
ひ め ほん はやし
9 ひと 。まいる せん とし
^ はな '0之り ねん せい
1 おおい ちいさい IL いし みぎ
大
いぬ おおきい ひだり いオっ
13 





15 おと こたえ 16 おと なっ
1可 泰
あかい たかい あおい b主る
17 18 
かたい くに ~ じ」
国 | す.>-. 












くみ ねん くみ ばん
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